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Communiqué.05-1 
2020 年 11 ⽉ 12 ⽇ 

チーフコミッセール 荒井 純⼀ 
1. スタート間隔について 

 ⼤会要項記載の特別規則では、「原則として 30 秒間隔」としているが、⼥⼦とクラス 1 及びクラス１相当と本連
盟が認める選⼿は１分間隔でスタートするものとする。各⾃スタート時刻を確認のうえ、遅れない様に準備するこ
と。 

 
2. レース中の⾞両⾛⾏について 

 コースは道路幅員が狭いため、四輪⾞は原則として⾛⾏出来ない。（救護⾞等が⾛る可能性はある） 
 チームカーの伴⾛は出来ない。 
 違反⾏為の観察はモータバイク審判員が適宜⾛⾏して⾏う。 

 
3. ゴミ投棄の禁⽌について 

 例年、コース脇へのボトル、⾷料、包装紙等のゴミのポイ捨てが散⾒されるが、回収が困難な場⾯も多々あり、こう
した⾏為が今後の会場借⽤に⽀障をきたす可能性もある。これらゴミのポイ捨てに関して⼀切厳禁とする。 

 上記に反するボトル、⾷料、包装紙などの廃棄には、3000 円/件のペナルティーを科すものとする。 
 その他、⼤会中に発⽣したゴミについても、各⾃で必ず持ち帰ること。 

 
4. 無線通信装置の使⽤ 

 レース中の競技者との無線通信その他の遠隔通信は禁⽌とする。 
 
5. 指定ＰＩＴ設置場所について 

 本⼤会のコース内に男⼥とも指定 PIT を折返し地点に設置する。指定 PIT はこの１か所のみとする。プログラムに
記載の地図を参照すること（地図上の道路の距離表⽰で 140.8km 地点である）。指定 PIT には各チーム２
名までが待機できる。男⼦の競技開始前までに指定 PIT までのコース上の移動を完了すること。 

 指定 PIT には学連より前後の代輪を⽤意するが、交換は選⼿⾃⾝が⾃ら⾏うこと。 また、各校にて⽤意した
代⾞・代輪は、この指定 PIT 内においてのみ、交換を認める。その他の地点におけるチームからの代⾞・代輪の交
換は認められない。 

 指定 PIT への移動は、⾃転⾞もしくは徒歩で⾏うこと。また、競技時間中のコース上の移動は禁ずる。トイレへ
の移動の際はコース外に出て、堤防上のサイクリング道路などを利⽤すること。チーム⾞両によるコース上の移動
は⼀切認めない。（本コース内へのチーム⾞両の進⼊は、競技中、競技時間以外にかかわらず⼀切認めない） 

 指定 PIT でのゴミは、各校各チームで必ず責任をもって持ち帰ること。 
       

6. ゼッケン・フレームプレートの取付け 
 本⼤会では、ゼッケン 2 枚（右図）＋フレームプレートの着⽤を義務づける。     ゼッケンの間は 5ｃｍ以上 

 ゼッケンの付け⽅は右図のようにつけること。なお、ゼッケンとゼッケンの間は 
最低 5ｃｍ以上空けること。 

 ゼッケンとフレームプレートは本⼤会では回収いたしません。 
 フレームプレートは、フレーム前部中央につけることを原則とする。 

中央に取り付けられず、左右どちらかに寄ってしまう場合は、右側につけること。 
 フレーム前部に取り付けることが不可能な場合、シートピラーに取付けることを 

     認めるが、脚部で隠れないよう⼗分突き出した位置にしっかり固定すること。 
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Communiqué.05-2 
7. 映像ユニット等の取付けについて： 
 映像ユニット等を⾃転⾞に付加して⾛⾏することは原則許可しますが、JCF競技規則第16条3.(2)d)

⑤規定を順守することを前提とします。また、映像の所有権は本⼤会レース中に撮られたものは、原
則、⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟に帰属とします。 

 主催者からオンボードカメラ映像データの提供依頼があった場合は応じること。 
 

8. 表彰式について： 
 表彰式は上位３名が出席して⾏います。賞状や賞品類はプレゼンターからの⼿渡しではなく、テーブ

ルからのピックアップ⽅式とします。チャンピオンジャージの授与はありません。 
 

9. ラジオツアー無線について： 
 チーム駐⾞場に会場内放送が⾏き届かない可能性あるため、チーム向けの情報提供を⾏うためのラジ

オツアー無線機をチーム毎に1台配布する予定でおります。電池が⼊った状態で配布しますが、予備
電池(単三電池3本)をご⽤意下さい。また、学連Webサイトやツイッターもご利⽤下さい。 
 

10. クラス2からクラス1への昇格について： 
 クラス2のエントリー数が50名に満ないため、クラス1への昇格は上位１名とする。 
 
※⼤会緊急連絡先：学連携帯（090-2207-2369）                           以上 

 


